
“認知症の人にやさしいまち・うじ”を
目指して

～れもんカフェの取り組みを中心に～

＜京都府宇治市＞

（一財）宇治市福祉サービス公社

中宇治地域包括支援センター

社会福祉士 佐野友美

平成２８年７月１４日（木）福岡会場
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宇治市の概要

＜面積＞ ６７．５４㎢
＜産業＞ 宇治茶、任天堂、ユニチカ（繊維）など

宇治市は京都府の南端に
近く、京都盆地の東南部に
位置し、京都市や大津市な
どと接する位置にあります。

宇治市の地形は、大別して、東部の山間
地帯、中央部の山麓丘陵地帯、西部の
沖積低地の3つに区分できます。

また、林野面積が市域の半分以上を占
めています。

交通網としては、京滋バイパスや市の西
部を南北に縦断する国道24号線、市の
中心部を通るJR奈良線、京阪電気鉄道、

近畿日本鉄道があり、これらを中心とし
て、バス路線や地方道が張り巡らされて
います。
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宇治市の概要
平成２８年４月１日現在

人口 １８９，１３６人

６５歳以上人口 ５１，１６５人

高齢化率 ２７．１％

日常生活圏域数 ６

地域包括支援センター ６か所＋支所２か所

認知症地域支援推進員 ３人

認知症疾患医療センター（地域型） ２か所
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早期に認知症の人と出会うことができても、初期の認知症の方が利
用できる支援が整っていなければケアが途切れてしまう。また、地域
住民の認知症に対する理解がなければ、地域の中で暮らしている認知
症の方は生活のしづらさを感じる。

⇒そのため、宇治市では認知症関連事業を一体的に進めている

・「二次予防事業該当者訪問」や「認知症初期集中支援チーム」
で早期に出会い、必要な支援へつなぐ

・れもんカフェがご本人の活動の場や居場所となる
・認知症家族支援プログラムや鈴音会でご家族を支援
・れもんカフェ、認知症あんしんサポーター養成講座、認知症の連続
講座などで住民への啓発活動を行う
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れもんカフェ

二次予防事業
該当者訪問

初期集中
支援チーム

個別支援
（本人支援）

家族支援プログ
ラム・ＯＢ会

認知症講演会

家族支援

普及・啓発

れもんパス
（３つにまたがる）

初期認知症総合相談支援事業
各事業の関係図

キャラバン・メイト
事務局

認知症
あんしんサポー
ター養成講座

認知症を正しく
理解するための

連続講座
れもねいど
医療・福祉・介護の分野にとどまらず
町全体での取り組み
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宇治市が求める認知症地域支援推進員の役割

宇治市の認知症ケアの中心を担うのが「認知症コーディネーター」で
す。３名の専門職が担当しています。

認知症の予防、正しい知識の普及啓発、家族支援、早期支援のすべて
の事業を把握し、それぞれ必要とする方に適した事業をご案内します。

また認知症の人やその家族が生活しやすいよう、地域の医療や介護、
福祉、また生活に関わるすべての分野の事業所、団体等との関係づくり
を行い、「認知症の人にやさしいまち・うじ」のネットワークを広げて
いきます。
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認知症カフェ（れもんカフェ）の取り組み

れもんカフェイメージキャラクターの
れもんちゃんと山本正宇治市長
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れもんカフェの始まり

認知症の疑い
認知症

軽度～中等度
認知症重度

今
ま
で

現
在

支援がない

生活に何らかの支障が出てからの相談。介
護保険サービス等の利用。生活の立て直し

に時間を要することに…

早い段階から関わりを持つことで、今後の
生活に対して、備えることができる。必要
時にスムーズに支援を受けることができる。

れもんカフェという場
初期集中支援チームと

いう機能…他

支援の焦げつき…
ケースの深刻化…

10



れもんカフェ経過（抜粋）
＜平成２５年度＞カフェという新しい場づくり

平成２５年 ６月 れもんカフェ 第１号店ＯＰＥＮ！
⇒１年目は４圏域で開催（北・東南・東北・西）

８月 認知症初期集中支援チームも始まり、カフェとチームが連動

＜平成２６年度＞当事者が自然に登場できる基盤作り

平成２６年 包括６圏域全てでれもんカフェ開催
５月 山本宇治市長がカフェに参加

その５日後に「認知症の人にやさしいまち・うじ」を目指す
意向を表明

１１月 Ｇ８（認知症サミット日本後継イベント）を当事者の皆さんと
カフェで一緒に迎える

平成２７年 ３月 第１回認知症フォーラムin宇治を開催
「認知症の人にやさしいまち・うじ」を市長が宣言

＜平成２７年度＞当事者がカフェに登場！認知症の疾病観を変える

平成２７年 ４月 認知症カフェの第１部で認知症当事者が語り部として登場
当日の進行や運営の中心を各地域包括支援センターが担う

平成２８年 ３月 第２回認知症フォーラムin宇治を開催
「宇治市認知症アクションアライアンス“れもねいど”」始動



関係機関との連携

〇開催圏域の地域包括支援センター
開催までの声かけ、当日の運営協力・相談対応

〇会場としてお借りする喫茶店
認知症事業への理解
（認知症あんしんサポーター養成講座の開催等）
れもんカフェの参加者が喫茶店の常連に…
喫茶店として独自で集りを開催
（コミュニティカフェ、歌の会…）

〇ボランティア
①れもんサポーター（専門職ボランティア）
カフェへの参加、コンタクトパーソンの役割

②コーヒーボランティア

〇民生・児童委員、学区福祉委員など
カフェとはどのような場所か知っていただく（研修・参加）
地域での声かけ、コンタクトパーソンの役割
地域で独自に開催しようと計画されている方も！ 12



れもんカフェの役割

①本人・家族支援

認知症の人、家族が安心して過
ごせる居場所。認知症ということ
を隠さずに交流できる。家族同士
の情報交換ができる。
本人の能力を発揮できる。

②相談機能

認知症等の不安がある人、家族
が気軽に相談できる。
（圏域担当の地域包括支援セン
ター職員や初期集中支援チームが
対応）

④ケアネットワーク

認知症の人、家族、専門職、支
える地域の人たちが出会える場所。
自然な出会いで、必要とされる機
関へつながる。

③普及・啓発

認知症について正しい理解を深
められる場所。認知症の疾病観を
変える場所。専門職にとっての学
びの場（OJTの場）。

参考
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れもんカフェの概要

【開催場所】
市内６拠点（地域包括支援センター６圏域ごとに開催）

【開催日時】
不定期開催（土曜か日曜 １時間３０分程度）

【対象者】
宇治市内在住の方

【参加方法】
事前申込不要
※会場によって申込制のところもあります

【費用】
お一人３００円（飲み物・お菓子付き）

【スタッフ】
圏域担当の地域包括支援センター
認知症コーディネーター
専門職ボランティア 他

参考
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れもんカフェの流れ

１４：００～ カフェ開店
第１部 認知症についてのお話

専門医など

１４：４０～ 第２部 ミニコンサート
地域の音楽家たちによる演奏など
（ピアノ、ギター、フルート、二胡など）

１５：００～ 第３部 カフェ・交流タイム
コーヒーを飲みながらおしゃべり
それぞれのテーブルで交流
歌を披露される方もおられたり…

１５：３０頃 閉店
カフェ終了後には専門職のスタッフが個別の相談を
受ける時間も設けている

※スタッフはカフェの前後にミーティングを実施

参考
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参考



れもんカフェの風景（Ｒｅｏｓ槇島） 参考
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れもんカフェの風景（地域福祉センター） 参考
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れもんカフェの風景（その他の会場） 参考
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平成２５年～平成２７年 経過

開催圏域 開催回数 延べ参加人数

平成２５年
度

地域包括支援セ
ンター４圏域

２０回 ５９８人

平成２６年
度

地域包括支援セ
ンター６圏域

３３回 １，０９９人

平成２７年
度

地域包括支援セ
ンター６圏域

３３回 ８７６人

・れもんカフェ（宇治市の委託事業）以外にも、NPO法人や社会
福祉法人も独自で認知症カフェやコミュニティカフェを開催して
いる。

参考

20



取り組みの中で見えた課題（一部）

〇開かれた場にするのか、閉じられた場にするのか…
「閉じられた空間」から「開かれた場」にすることで参加者の中に生
まれた“緊張”。
⇒当事者を専門職が（自然に）プロテクトすることから始まった。
「当事者の居場所的な空間」＋誰もが参加できる「開かれた空間」

〇誰が中心のカフェなのか（当事者？地域の人？…）
⇒認知症のご本人とご家族が中心！
啓発型のカフェ、居場所型のカフェという考え方

〇会場の広さと声かけの仕方
⇒事前申込不要がカフェの良さ。
会場の広さ、どのような人に来てほしいかを考えて声かけの対象を
変える（地域包括支援センターの力！）。

〇当事者が中心のカフェにする
⇒当事者の自由な参加の形
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れもんカフェの参加者の状況
（新しい場の機能・効果）

★色んな参加の形があります。認知症のご本人もご家族も、地域の人も
専門職も、分け隔てなく自然に交流できるそんな雰囲気がカフェの特
徴です。

９７歳の要支援の認定を受け
ている男性。自転車でカフェ
へ登場、カフェの最後には大
好きな演歌をアカペラで披露。

認知症の診断を受けている女
性。得意の生け花でれもんカ
フェの会場を華やかに演出し

てくださる。

夫と２人暮らしの女性。カ
フェには夫と市内に住む娘夫
婦と４人で参加。カフェでご
本人が笑顔で歌を歌っている
姿を見て、娘夫婦も笑顔に。

認知症の診断を受けている男
性。れもんカフェへの参加が
きっかけで、れもんカフェが
開催していないときも会場と
なっているカフェを利用する
ようになった。
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認知症初期集中支援チームとの連動
（新しい場と機能の効果）

１．支援の「つなぎ先」としてのれもんカフェ

• 初期集中支援チームが関わっているケースの支援のつ
なぎ先として紹介。

• チームの関わりが終了した後も、本人と家族の見守り
の場として活用。

２．支援の「入口」としてのれもんカフェ

• れもんカフェで受けた相談を初期集中支援チームにつ
なげる。

• れもんカフェが出会いの場になる。
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認知症地域支援推進員としての課題

〇事業同士のつながりを意識する。
新しい事業を立ち上げる時、その部分に集中しがちだ
がすでにある事業や地域の取り組み、資源をつなげて
いく視点を忘れない。

〇イベントで終わらせない。継続していくことの重要性。
（ＰＤＣＡサイクル・事業評価⇒次回に活かす）

〇常に当事者の声を中心に。

〇担い手の育成、活動の場づくり
眠っている人材の発掘。どのように活躍してもらうか。
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今後の活動の方向

〇宇治市認知症アクションアライアンス“れもねいど”の始動！！

認知症当事者の
声を施策の中心

に置く

まち全体に活動
を広げるための
地域づくり・人
づくり（世代を

超えて）

医療・福祉・介
護の分野を超え
た広範囲のネッ
トワーク形成

＜れもんカフェ＞
・各包括へカフェの中心を引継ぎ、地域に根ざした
カフェにしていく。

・れもねいだー（ボランティア）がれもんカフェで
活動できる体制づくりを行う。

・本人、家族がもっと主体的に参加できるようにす
るには…。



認知症地域支援推進員のみなさまへ

初期認知症総合相談支援事業が始まってからの
自分自身を振り返ってみて…

〇役割分担（内部・外部）
その分、情報共有を密に行う

〇自分と同じ方向を見ている仲間
（自分の支援者）を見つける
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◎認知症アクションアライアンス
とは…

医療・福祉・介護といった専門
的ケアの分野だけでなく、わたし
たちの生活に関わるすべての分野
で認知症を正しく理解し、それぞ
れの立場から出来ることを考え、
行動（アクション）することが大
切になります。
そこで、これまでの専門的ケア

の分野での連携に加えて、市民や
様々な業種が幅広く参加し、つな
がる広範囲なネットワークが必要
となります。
こうした取り組みは、すでにイギ
リスで先進的に取り組まれており、
ＤＡＡ「Dementia Action 
Alliance（認知症行動同盟）」と
呼ばれています。



第２回認知症フォーラムin宇治
平成２８年３月２１日開催
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認知症の人にやさしいま
ち・うじを目指します！
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ご清聴ありがとうございました！

（一財）宇治市福祉サービス公社 中宇治地域包括支援センター
佐野 友美

（電話：０７７４－２８－３６８６）
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